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	製品名: TFAP2Aマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、コンセンサス配列5'-GCCNNNGGC-3'に結合する転写因子です。コードされるタンパク質は、ホモ二量体、または類似のファミリーメンバーとヘテロ二量体として機能します。このタンパク質は、一部の遺伝子の転写を活性化する一方で、他の遺伝子の転写を阻害します。この遺伝子の欠陥は、鰓眼顔面症候群（BOFS）の原因となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、PANC-1（2）、HEK293（3）、およびMCF-7（4）細胞溶解物に対するTFAP2AマウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	TFAP2AマウスmAbを用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TFAP2AマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TFAP2A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

